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昭和 35 年横浜生まれ、聖光学院中・高、早稲田大学大学院修了後、昭和 61 年建設省

下水道部に入省、その後、滋賀県下水道課長、日本下水道事業団計画課長、国土交通省下
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～創設した主なプロジェクト～ 

■ビストロ下水道 

 下水道が「食」に貢献できる大きなポテンシャルを有していることに着目し、平成 25 年「BISTRO 下水道推進

戦略チーム」を立ち上げるとともに、佐賀市を分析し「イノベーション普及理論」を構築。論文発表するとともに、

共著「新しい上下水道事業(平成 30 年 7 月)」の中で「下水道資源のイノベーション」として紹介。 

■GKP（下水道広報プラットフォーム） 

国、自治体、協会、民間企業、NPO 等のセクターを越えた下水道広報の中枢の一つとなる情報交流、連携の母体

として「下水道広報プラットフォーム」を平成 24 年度に設立し、初代・企画運営委員長を務めるなど、住民等へ

の積極的な広報活動を展開。下水道による「地域の笑顔」をコンセプトとして提唱した。 

■下水道を核とした市民科学育成プロジェクト 

 水質や科学の点から市民にアプローチし、市民との協働による健全な水環境の創造への貢献を目指す「下水道を

核とした市民科学育成プロジェクト」を始動。平成 28 年には下水道分野への市民科学導入に関する論文を発表。 

■学との連携 

 大学等の研究機関が有する先端的な技術の活用や実用化を促進して成果の普及を図るため、平成 26 年度に「下

水道技術研究開発（GAIA プロジェクト）」を、平成 27 年度には水環境分野における産学官のニーズやシーズを共

有する場として「プロジェクト GAM」を始動させるなど、学と行政との連携を強化。 

■震災復興 

 東日本大震災の発生直後に現地入りして現地下水道支援本部を立ち上げ、復旧・復興に向けたニーズの把握、現

場指揮に当たるなど、処理機能が停止した沿岸部下水処理場の応急復旧、広範囲に及ぶ管路施設被災の復旧等に貢

献。 

この活動により、米国水協会 WEF より「the Water quality people」として表彰される。 

■水ビジネスの国際展開・国際標準  

 下水道整備・運営を進めるため、相手国政府に対し、JICA 専門家の派遣、セミナー、研修の実施などの支援を実

施。さらに、本邦優位技術の発注仕様への反映、制度整備、現地のニーズに適した技術開発、国際標準化を促進。

水分野では初めての幹事国となった「水の再利用」に関する ISO 専門委員会 TC282 の設立を主導。 

■流総大改革 

 流域別下水道整備総合計画に、各地域のニーズに応じた放流水の季節別変動、段階的高度処理の導入等を位置づ

けるための指針の大改訂（平成 27 年 1 月）と下水道法施行規則の改正（平成 27 年 7 月）を行い、従前の「水質」

の軸に加え、「エネルギー」、「時間」、「空間」の軸も考慮した「四次元流総」を打ち出した。 

■雨水管理のスマート化 

 「雨水主流」を打ち出し、既存ストックの評価・活用という新たな思想を取り入れ、施設情報や観測情報の活用

を原則化。平成 27 年 5 月には水防法、下水道法を改正し、ソフト対策の強化のほか、官民連携の浸水対策等を提

示。 

平成 30 年 6 月には、都市の浸水対策をテーマに下水道協会誌の優秀論文賞(実務部門)を受賞。 

■維持管理起点のマネジメント 

 本格的な維持更新時代に効率的な事業を推進するため、処理場毎の維持管理情報を改築に反映させる新たなコン

セプト「維持管理起点」を提唱し、B ダッシュはじめ各種のプロジェクトを推進。 

■下水道ハピネス学園 

 全国の下水道関係者の良い取り組み事例や下水道事業の施策に関する情報等をメール発信し、下水道事業全体の

「ハピネス」を目指すものとして平成 28 年度に始動。初代学園長を務める。 

プロフィール紹介 



■水の天使 

 全国の上下水道事業に関わるイベント、水に関する国際会議への参加等を通じ、世界に誇る日本の水の知恵と文

化を伝える役割を担うミス日本「水の天使」誕生に貢献。「水の天使」の命名者でもある。 

 


